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令和８年大津町消防出初め式令和８年大津町消防出初め式

新年に防火の誓い新年に防火の誓い

1団員整列　
2分列行進
3実践操法の披露
4�グランパワーヒノクニの登場で盛り
上がる会場

熊本県知事表彰
　永年勤続功労章
　古

ふる
庄
しょう
　裕

ゆう
生
せい

大津町長表彰
　退職消防団幹部感謝状
　今

いま
村
むら
　裕

ひろ
和
かず

　自治功労表彰
　第２分団　齊

さい
藤
とう
　智

とも
博
ひろ

　第３分団　大
おお
竹
たけ
　博

ひろし
／西

にし
本
もと
　昇

しよう
太
た
郎
ろう
／松

まつ
岡
おか
　正

まさ
樹
き

　第５分団　西
にし
本
もと
　博

ひろし

　第６分団　只
ただ
野
の
　正

まさ
和
かず
／古

ふる
庄
しよう
　寿

とし
一
かず

　第８分団　安
やす
永
なが
　和

かず
史
ふみ
／吉

よし
田
だ
　真

しん
一
いち
／石

いし
原
はら
　伸

しん
一
いち

熊本県消防協会長表彰
　功績章（在勤20年以上）
　副団長　　古

ふる
庄
しょう
　裕

ゆう
生
せい

　第１分団　田
た

中
なか

　啓
けい

介
すけ

　第２分団　管
すが

野
の

　民
たみ

男
お

　第３分団　坂
さか

本
もと

　尚
たか

史
ふみ

／江
え

藤
とう

　英
ひで

樹
き

／松
まつ

岡
おか

　省
しょう

吾
ご

　　　　　　上
うえ

藤
ふじ

　剛
つよ

志
し

／岩
いわ

下
した

　幸
こう

之
の

助
すけ

　　　　　　松
まつ

岡
おか

　竜
りゅう

一
いち

　第５分団　大
おお

久
く

保
ぼ

　明
あき

裕
ひろ

／岩
いわ

下
した

　弘
ひろ

人
と

　第６分団　宇
う

野
の

　恵
けい

太
た

郎
ろう

　第７分団　高
たか

木
き

　伸
のぶ

昭
あき

／藤
ふじ

原
わら

　浩
こう

一
いち

　　　　　　田
た

呂
ろ

丸
まる

　真
しん

吾
ご

　第８分団　竹
たけ

隈
くま

　雄
ゆう

治
じ

／飯
いい

星
ほし

　欣
きん

哉
や

令和８年
大津町消防出初め式　受賞者 （敬称略）

　勤績章（在勤15年以上）
　第２分団　亀

かめ
井
い
　雅

まさ
史
ふみ
／齊

さい
藤
とう
　隆

りゅう
介
すけ
／永

なが
田
た
　和

かず
也
や

　　　　　　合
こう
志
し
　祐

ゆう
司
じ

　第３分団　坂
さか
井
い
　優

ゆう
也
や
／帆

ほ
保
ぼ
　優

ゆう
一
いち

　第４分団　森
もり
　利

とし
洋
ひろ
／府

ふ
内
ない
　淳

じゅん
貴
き
／作

さく
本
もと
　尚

なお
貴
き

　第５分団　田
た
口
ぐち
　健

けん
一
いち
／矢

や
野
の
　健

けん
太
た
郎
ろう

　　　　　　中
なか
村
むら
　光

みつ
貴
たか

　第６分団　西
にし
村
むら
　博

ひろ
樹
き
／江

え
口
ぐち
　勝

かつ
智
とも

　第７分団　大
おお
村
むら
　詠

えい
一
いち

　第８分団　紫
し
藤
どう
　久

ひさ
希
き
／安

やす
永
なが
　拓

たく
海
み
／松

まつ
永
なが
　智

さと
之
し

　　　　　　岩
いわ
下
した
　祐

ゆう
太
た
郎
ろう
／上

うえ
村
むら
　昌

まさ
輝
き

消防庁長官表彰
　勤続25年以上退職消防団員（銀杯）
　大

おお
田
た
黒
ぐろ
　昭

あき
憲
のり
／宇

う
野
の
　勝

かつ
幸
ゆき
／矢

や
野
の
　一

かず
成
なり
／西

にし
本
もと
　修

おさむ

　今
いま
村
むら
　裕

ひろ
和
かず

　勤続15年以上退職消防団員（銀杯）
　倉

くら
原
はら
　拓

たく
己
み
／埋

うめ
田
だ
　康

やす
弘
ひろ
／坂

さか
崎
ざき
　友

とも
則
のり
／村

むら
上
かみ
　健

けん
司
じ

　村
むら
上
かみ
　誠

せい
郎
ろう

消防団員は、火災や災害発生時に、「地域を守りたい」という思いで、
消火活動、人命救助、避難誘導など、住民の生命財産を守るため

に日々活動している「非常勤特別職の公務員」です。
　熊本地震では多くの消防団員が出動し、災害対応・避難支援などを行
い「消防団の力」を発揮しました。
　しかしながら、消防団員数は、全国的にも減少しており、大津町消防
団も、総員520人（令和８年１月１日現在）となっており、年々減少して
います。そのため、町では昨年４月１日より機能別消防団員制度として、
支援団員を発足しました。
　これからも、大津町消防団は新たな消防団員の力を求めています。「自
らの地域は自らで守る」ために、「安心できる将来の大津町をつくる」
ために、ぜひ、あなたの力を消防団に貸してください。
また、消防団員は男性だけでなく女性も活躍でき、女性消防団員も募集
しています。
　消防団に入りたいが、どうしたらいいか分からないとき
は「入団希望者連絡フォーム」をご利用ください。入力後、
役場からご連絡します。

消防団員の処遇
●年報酬
　団員：36,500円/年
�（階級が上位になれば報酬額も変わります）
●出動報酬
　～２時間　　　　2,000円/回　
　２時間～４時間　4,000円/回
　４時間～６時間　6,000円/回　　
　６時間～　　　　8,000円/回（最大）
●費用弁償
　出動１日につき2,200円
●災害補償
出動中の怪我などには公務災害補償が
受けられます。

●退職報償金
消防団に５年以上在籍して退職したと
きは、年数や階級に応じて退職報償金
が支給されます。

●問い合わせ
　役場防災交通課　防災消防係　☎096（285）5006

従来の操法大会を廃止し、より現場に即した「実践操法」へ
　地域の皆さんが日頃から防災を自分ごととして考え、有事の際には迅速に命を守る行動
が取れるよう、消防団では啓発活動や広報活動に取り組んでいます。
　消防団の活動は、火災現場だけでなく、行方不明者の捜索、大雨や地震時の巡回・避難
支援、台風通過後の被害確認や倒木の除去など多岐にわたります。これらは「地域のこと
は地域で守る」という地元愛の精神に支えられた活動です。
　また、これまで大きな柱として実施してきた操法大会は、技術力と団結力の向上に大き
な役割を果たしてきましたが、近年の環境変化や現場活動の実情を踏まえ、本年より従来
の操法大会を廃止し、実際の火災現場を想定した、より実践的な「実践操法大会」を実施
します。
　今後も、時代や地域の実情に応じて消防団活動の在り方を見直しながら、地域の安心と
安全を守るための取り組みを続けていきますので、引き続きご理解とご協力をお願いします。

令和８年大津町消防出初め式を１月18日、町運動公園で
開催しました。

　式では、金田町長の式辞、松田団長の訓示に続き、消防団
員の日頃の訓練の成果を披露して競う「通常点検」と「機械
器具点検」を実施しました。点検の結果、第３分団が見事優
勝しました。そして、「分列行進」では、消防団員と町内の保
育園・幼稚園の幼年消防クラブが気迫のこもった行進を披露
し、幼年消防クラブの皆さんが元気に「防火の誓い」を行い
ました。その後、スーパーローカルヒーロー「グランパワー
ヒノクニ」も応援に駆けつけ、園児や消防団員を激励しまし
た。また、消防団による、より現場活動に近い「実践操法の
放水披露」や子どもたち向けの「放水体験」、初の試みとして
大津警察署より「警察車両の展示」も行われました。式後半
は、消防団員の功績をたたえる表彰状授与を行いました。
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消防団長からのメッセージ �

入団希望者連絡フォーム→

「地域を守りたい」
その思いで集う、まちの勇士たち

大津町消防団員募集


